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住民監査請求に係る監査結果について（通知） 

 

 地方自治法第２４２条第１項の規定に基づき、平成２０年１１月４日に堺市監査

委員に提出された住民監査請求について、同法同条第４項の規定に基づき監査を行

ったので、その結果を下記のとおり通知します。   

 

 

(１ページ目) 

記 

第１ 監査の請求 

 １ 請求人 

       (加藤伊都子 ほか ２７名 ／ ここでは略) 

 

 ２ 監査請求書の提出 

   平成２０年１１月４日 

 

 ３ 請求の趣旨 

  １．はじめに 

 

(これ以下２０ページ上段までは、住民監査請求の書類を「原文のとおり。ただ

し、一部の行間、文字間、書体の変更などを行っている。また、事実証明書に

ついては目録のみを記載した。」と付記してそのままの再掲なので、ここでは

略) 

 

 

 



第５号証 堺市立図書館 資料収集方針（１９９０年３月１日） 

第６号証 堺市立図書館資料除籍基準（昭和４７年４月１日制定、平成１３年４月

１日改定） 

第７号証 堺市立図書館で「移動した」いわゆるＢＬ本のリスト（計５７０６冊） 

     （２００８年９月１１日時点＝全２７３頁のうちの前５頁及び後５頁を

提出） 

                               以上 

 

（原文のとおり。ただし、一部の行間、文字間、書体の変更などを行っている。

また、事実証明書については日録のみを記載した。） 

 

 

第２ 監査の実施 

 １ 要件審査及び請求の受理 

   本件請求は、地方自治法第２４２条第１項に規定する要件を具備しているも

のと認め、平成２０年１１月１３日にこれを受理した。  

  

２ 請求人の証拠の提出及び陳述 

   地方自治法第２４２条第６項の規定に基づき、平成２０年１２月９日、堺市

役所高層館１９階・監査室において請求人及び堺市住民監査請求代理人に対し

証拠の提出及び陳述の機会を設けた。 

   この陳述においては、請求人等から新たな説明資料の提出があり、本市図書

館が一部の市民の不当な要求を受けてＢＬ図書という特定分野の図書を選別

し、廃棄しようとしたことは不適切であり、またＢＬ図書の選別基準も不明

確・不統一であるなど、請求人の主張についての補充説明が行われた。 

 

３ 監査対象部局 

 教育委員会事務局（中央図書館） 

                

４ 監査対象部局からの事情聴取等 

   本件について、教育長に対して請求に係る意見書の提出を求めるとともに、

平成２０年１２月９日、監査対象部局の職員から、本件請求に関する事実及び

意見について事情を聴取した。その概要は以下のとおりである。 

（１）事情を聴取した者 

     教育次長（管理担当）、中央図書館館長、中央図書館副館長兼総務課長、

中央図書館総務課参事 ほか 
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（２）本件請求に関する意見等 

 ア 堺市立図書館の役割について 

      本市図書館については、図書館法に定められている「図書、記録その

他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、そ

の教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする・施

設」であると認識している。 

      本市図書館は、市民が利用しやすい図書館として基本杓な図書館サー

ビスを確実・柔軟に提供し、社会経済情勢の変化に的確に対応した運営

を心がけ、市民及び利用者の読書や情報に対するニーズ、意見、要望等

を適切に受け止め、常に業務やサービスを見直し、閑係法令等に照らし、

図書館行政を推進している。 

    イ 図書（資料）の取り扱いについて 

 ① 収集 

       本市図書館における図書（資料）は、図書館法に定められている「図

書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般      

公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーショシ等に資す

ること」を目的とし、「堺市立図書館資料収集方針」に基づき収集して

いる。  

本市図書館の図書(資料)は、「多様な、対立する意見のある問題に

ついては、それぞれの観点に立つ資料を幅広く収集する。」、「著者の

思想的・宗教的・党派的立場にとらわれて、その著作を排除しない。」、

「図書館員の個人的な関心や、好みによって選択しない。」、「個人・

組織・団体からの圧力や干渉によって、資料収集の自由を放棄したり、

紛糾を恐れて自己規制したりしない。思想・信条の自由は最大限に生

かすことを確認する。」とする収集方針にある基本的な観点に立ち選

択し収集している。 

     ② 保存・管理 

        本市図書館の所蔵の図書(資料)は、「堺市立図書館資料保存基準」   

に基づき保存している。また、図書の管理についても、市民のニー   

ズや図書の新鮮度、蔵書構成など総合的な観点から判断して開架（閲

覧室）及び閉架（書庫）で保存・管理している。 

       収集図書のうち、表紙、挿し絵、イラスト等で特に過激な性的描   

写等のある図書については、青少年に配慮する観点から、開架せず   

書庫に収蔵し、請求があった場合に、閲覧及び貸出しに対応してい   

る。 

③ 廃棄 
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本市図書館所蔵の図書（資料）は、適切な維持・管理を図るために「堺

市立図書館資料除籍基準」に基づき、常に全図書館の所蔵状況、出版事

情を十分検討し、一冊一冊よく吟味して、将来の利用にも支障のないよ

う配慮しながら廃棄を行っている。 

除籍基準における廃棄する主な事由は、「著しい汚損、破損または 書

きこみ等があり補修が不可能なもの」、「科学技術の進歩等により、  

記述内容が時代に合わなくなったもの」、「同一内容で更新（買い替  

え）されたもの」や「出版事情、蔵書構成、利用者の需要及び資料の保

存価値を総合的に判断して保存する必要がない」ことなどとしている。 

ウ 請求人の主張に対する意見 

      請求人の「特定の図書を開架から排除し廃棄処分しようとしている」 

という主張については、本市図書館は他の図書の取扱いと同様に「堺市

立図書館資料保存基準」及び「堺市立図書館資料除籍基準」に基づき取

り扱うため、廃棄していない。よって、請求人の・「廃棄処分しようとし

ている」という主張には当たらない。 

      また、今年７月に「市民の声」における問題提起を受け、青少年に配

慮するため、表紙、挿し絵、イラスト等で特に過激な性的描写のある図

書について、従来通り書庫に入れ、９月３日以降、１８歳末満の青少年

への貸出しも、いったん停止し、調査・検討を行ってきたが、未成年の

利用実態がほとんどなく、年齢制限にも法的根拠がないため、１１月１

４日から青少年への貸出制限を解除した。 

      現在のところ、表紙、挿し給、イラスト等で特に過激な性的描写のあ

る図書の取り扱いについては、自由な読書活動を尊重しつつ青少年に配

慮するため、関架せずに閲覧室の延長線上にある書庫に収蔵し、請求が

あった場合には、閲覧、貸出に対応している。よって、請求人の「貸し

出し不可能な閉鎖状態で保管することは著しく恣意的」という     

主張にも当たらない。 

      なお、今年７月に寄せられた「市民の声」で、一部の特定分野の図書

の購入冊数や購入金額を明らかにするように求められ８月に冊数等を公

表したことについて、この特定分野の図書の分類・定義や判断基準が曖

昧で明確でないにもかかわらず、調査・検討のために、それに該当する

ものと思われるものを抜き出したもので、すべてが過激な性的描写があ

るものではない。この補足説明を加えずに、選定集計を公表したことは

適切ではなかった。 
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第３ 監査の結果 

  １ 本件の監査対象事項 

   請求人が本件において主張する事実は、堺市の図書館が所蔵する特定分  

野の図書の廃棄処分を行い又は行おうとし、あるいは貸し出し不可能な閉 

鎖状態で保管しているとの事実であり、請求人はこれらの事実を住民覧査  

請求の対象である当該行為又は怠る事実としていると解される。 

    よって、①請求人の主張する事実が存在するかどうか、及び②事実があ  

るとすれば、その事実が違法若しくは不当な当該行為又は怠る事実といえ  

るかどうかを、本件の監査対象事項とした。 

 

２ 請求人の主張する事実について 

（１）請求人が主張する事実を確認するため、主張に関連する事実経過を整    

理すると、次のとおりであった。 

    ① 平成２０年７月２４日 北図書館に対し、市民から電話でＢＬ図書    

の所蔵等についての問題提起があった。 

    ② 平成２０年７月２５日 南図書館に対し、市民から北図書館と同様    

の問題提起があった。 

    ③ 平成２０年７月２５日 平成２０年度第２回図書館事業調整会議にお

いて、昨日からの経過報告とともに、ＢＬ図書と称される図書の取り扱

いについて各図書館の状況と見解を聴取し、今後の取り扱い方    

針等を検討した。 

    ④ 平成２０年７月３０日 本市ホームページの「市民の声」Ｑ＆Ａに   

おいて、一般にＢＬ図書と称される図書を公費で購入した趣旨、日   

的、購入冊数、購入費用に関する市民からの質問を受け付けた。 

    ⑤ 平成２０年７月３１日 中央図書館はＢＬ図書と称される図書の冊   

数を集計等する必要から、各図書館に対し、ＢＬ図書に該当すると   

思われるものを特定し、開架されているものを書庫等に集めること   

を指示した。（ＢＬ図書かどうかの判断基準は明確ではなかったが、   

書店などで分類されている著者、シリーズ名、出版社などを参考に、   

ＢＬ図書に該当すると思われるものを各図書館の複数の司書が判断     

することとしていたとのことである。） 

⑥  平成２０年８月８日 館長会議において、ＢＬ図書に該当すると思   

われるものについて、ⅰ すべて閉架（書庫入れ）とすること ⅱ 今   

後は収集しないこと、ⅲ １８歳未満の者には貸出ししないこと、を    

決定した。 

⑦  平成２０年８月１３日 中央図書館は、各図書館に対し、ＢＬ図書 
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       に該当すると思われるものについて、表紙及び本文のイラスト・文   

章表現で性描写の表現が激しいものがないかどうかの内容確認を指   

示した。 

⑧ 平成２０年８月２０日 平成２０年度第３回図書館事業調整会議

において、８月８日の館長会議で決定された事項について確認し、書

庫入れの作業手順等を検討した。 

     ⑨ 平成２０年８月２２日 中央図書館総務課は７月３０日に受け付け

た「市民の声」Ｑ＆Ａについて回答を行った。この回答は９月２日、

本市ホームページに掲載された。 

 ⑩ 平成２０年８月２９日 館長会議において、ＢＬ図書に該当すると

思われるものについて､１８歳末満の者へ閲覧・貸出しをしないことや

書庫内の一定の書棚にまとめて保管すること等を内容とする「ＢＬ資

料の取扱いについて」を決定した。 

     ⑪ 平成２０年９月３日 ８月２９日の館長会議の決定内容について、  

「ＢＬ（ボーイズラブ）資料の取扱いについて」と題する文書を中 

      央図書館総務課長から各図書館長あてに通知した。 

 ⑫ 平成２０年１１月４日 本件住民監査請求が提出された。 

⑬ 平成２０年１１月１４日 館長会議において、９月３日付けの「Ｂ

Ｌ資料の取扱いについて」を変更し,１８歳末満の者への閲覧・貸出

しは制限しないことを決定した。同日、中央図書館総務課長から各

図書館長あてに、変更内容について、１１月１４日から実施するこ

とを通知した。 

⑭ 平成２０年１１月２８日 館長会議において、これまで書庫内の一

定の書棚にまとめていた図書は、一般図書として取り扱うことを確認

した。 

（２）ア 請求人の主張する事実のうち、図書の廃棄処分を行い又は行おう   

とした事実について、監査対象部局からの意見書及び事情聴取等に   

よると、堺市立図書館における図書は、図書の保存・整理等に関す   

る事務（以下「図書整理事務」という。）を担当する複数の司書が、   

図書館資料の適切な維持・管理を図るために制定された「堺市立図  

書館資料保存基準」及び「堺市立図書館資料除籍基準」（以下「本市除

籍基準」という。）に該当するかどうかを、図書の保存・整理等に関す

る司書の専門的見地及び経験をふまえて判断し、本市除籍基準等に該

当する図書について除籍を行った後に廃棄している。 

     イ 本市除籍基準における除籍事由は、a-1 著しい汚損、破損または   

書きこみ等があり補修が不可能なもの、a-2科学技術の進歩等によ 
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      り、記述内容が時代に合わなくなったもの、a-3 同一内容で更新（買           

い替え）されたもの、a-4複本で保存の必要のないもの、a-5類書で保

存の必要のないもの、ａ－６その他、出版事情、蔵書構成、利用者の

需要及び資料の保存価値を総合的に判断して保存する必要がないと認

められるものについて行う廃棄による除籍のほか、ｂ亡失等の資料に

ついて行う事故等による除籍、Ｃ合本・製本による除籍、ｄ他の図書

館への移管による除籍となっており、特定分野の図書であることを理

由とした除籍及び廃棄は含まれていない。 

ウ 以上のことから、特定分野の図書であることを理由とした除籍及び廃

棄は、堺市立図書館における図書整理事務として行われていないと判断

される。 

       また、(1)に前述した事実経過において、本件住民監査請求の対象 

とされている図書が廃棄されていないことについても、監査対象部 

局の意見書及び事情聴取等において明言しており、監査委員におい 

てもこの事実を確認している。 

エ 次に、貸し出し不可能な閉鎖状態で保管しているとの事実についてみ

ると、本件図書の保管については、本件図書は平成２０年９月３日以降、

これまで閲覧室に開架されていたものが書庫内の一定の書棚にまとめ

られ、１８歳末満の者への閲覧及び貸し出しが制限されていたが、平成

２０年１１月１４日にはこれらの制限が解除され、閲覧及び貸し出しの

請求があった場合にはこれに応ずることとされたことが、(1)に前述し

た事実経過から確認されている。 

オ 以上のことから、請求人が住民監査請求の対象とした事実は、存在し

なくなったものと認められる。 

 

３ 結 論 

 以上のとおり、請求人が住民監査請求の対象とした事実は存在しなくなった

と判断される以上、本件の住民監査請求は主張の前提を欠くこととなり、請

求人の主張を検討するまでもなく理由がないものと判断される。 

 

以 上 
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